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４ 議事要旨 

 

○開会 

 

○議事 

 「飲食・食品製造業」及び「医療」のロードマップ追加について 

農林水産省及び厚生労働省から、新たに追加する飲食・食品製造業分野及び医療分野のロ

ードマップについて説明がなされるとともに、事務局からロードマップの改定について説明

がなされた。概要は以下の通り。 

 飲食・食品製造業分野については、飲食業の案内・配膳・下膳及び食品製造業の盛付け

を短期実装の対象として整理した。中小・小規模事業者が多いことを踏まえ、導入支援

策とあわせて、先行ユースケースの蓄積・横展開、食品企業・機械メーカーの人材育成

を推進するとともに、食品を扱う特有の衛生要件等について詳細な要件整理を進める。 

 医療分野については、先行領域での導入とユースケースの横展開、医療機関・ベンダー

双方の人材不足に対する伴走支援、開発・実証に必要なデータ基盤の整備を進める。診

療報酬が公定価格であることによる導入負担に対しては、導入支援の強化と導入効果の

適切な評価により対応するとともに、患者の状態・ケア情報の記録連携に向けたモデル・

端末の開発を進める。 

 ロードマップの改定として、短期タスク及び短期技術マップの更新を行うとともに、製

造業及びインフラ保守分野についてロードマップの更新を実施した。 

 

 令和９年度ＡＩロボティクス関係予算の概算要求とりまとめについて 

副議長から、令和９年度概算要求における AI ロボティクス関連予算の全体像について説

明がなされるとともに、文部科学省から関連する取組について発言がなされた。概要は以下

の通り。 

 本とりまとめの趣旨としては、政府全体でAIロボティクス関連予算の全体像を整理し、



府省庁横断での連携を図るもの。 

 第一に、分野横断で活用する基盤の整備として、マルチモーダル基盤モデルやロボット

基盤モデルの開発、重要コンポーネント・部品、オープンな開発・流通の仕組み、量産

支援、社会実装に向けた導入支援等を位置付ける。 

 第二に、各分野の現場に適した AI ロボット開発として、造船、建設・土木、農業、林

業、医療、介護、防衛等の分野で進める。 

 第三に、開発と導入をつなぐ横断的な環境整備として、AIロボティクスの中核拠点構築

事業 （以下、CoE）を中心に、実証・データ収集・人材育成・標準化を一体的に推進する。 

 文部科学省から、令和９年度概算要求に向けて AI for Science 革新的研究推進事業の

強化・拡充の一環として、バーティカル AI 領域別戦略で設定された各領域における産

学連携の枠組みや、CoE 等で収集される大規模データの活用を検討している旨の発言が

あった。 

 

 ＡＩロボティクス戦略に基づく今年度の取組方針について 

各府省庁から、AI ロボティクス戦略に掲げる１８分野の今年度の取組方針について発言

がなされた。主な発言の概要は以下の通り。 

 製造業では、 多品種少量生産に対応するため、令和７年度補正予算による工程集約型

設備の更新支援等に取り組むとともに、製造 AX 拠点を通じたデータ活用により製造分

野の DXを進める。 

 造船分野では、複雑な工程の AIロボットへの置換え、暗黙知を含む現場データの収集・

蓄積、人とロボットが混在する現場を前提とした安全性評価・ガイドライン整備の三点

を進める。 

 物流分野では、AIロボティクス戦略事業を活用したまとまった規模での導入・データ蓄

積により、より安価で高性能なロボットの開発・実装を進めるとともに、CoE 事業によ

り導入ハードルの軽減やコモディティ化を検証する。 

 建設・土木分野では、秋口を目途に産官学コンソーシアムを設置し、データ収集基盤・

実証環境の整備や屋外作業特有の安全・コスト課題の整理を進める。 

 建築分野では、高額な設備投資やビル連携・自動走行の困難さを課題とし、ビル連携や

省人化機器の導入支援制度等を検討していく。 

 インフラ保守分野では、業界横断で市場を整理しつつ、センサー等を監視用途から汎用

用途へ転換し、優先度の高い領域からデータを取得する。 

 小売分野では、AI ロボティクス関連予算を活用して導入ハードルの低減や人材育成を

進めるとともに、協調領域における商品情報の標準化（商品情報プラットフォーム構想）

に取り組む。 



 宿泊分野では、客・スタッフと混在する狭い施設に対応できるロボットの開発を課題と

し、省力化投資補助を含め小規模事業者の設備導入を引き続き支援する。 

 飲食・食品製造業分野では、飲食・食品製造業現場へのロボット等の自動化技術の導入

を判断する事業者の取組をサポートするガイドブックやガイドラインの周知や、省力化

技術導入支援事業等を用いて生産性向上を進めるとともに、技術開発についても SBIR

等の予算を活用しながら進めていく。 

 医療分野では、技術課題としては、安全に動作するリアルタイム制御技術及び人と協働

するロボティクス技術の確立が求められているため、本課題への対応施策を検討すると

ともに、既存予算等を活用して医療現場の業務効率化に係る導入費用を補助する。 

 介護分野では、導入費用の補助や生産性向上の実証事業を実施するとともに、経済産業

省と連携し配膳・介護記録等のユースケースに係る介護向け基盤モデルの開発・実装を

進める。 

 警備業では、先行事例の巡回業務を重点的に進めるとともに、警備員数１００人未満が

約９割を占める実態を踏まえ、中小・零細企業向けのユースケースを業界団体と連携し

て調査する。 

 農業分野では、スマート農業技術の開発・普及として、導入コスト低減・人材育成・通

信環境整備を進めるとともに、教師データ作成や汎用モデル等の技術開発などに取り組

む。 

 林業分野では、自動化ニーズが高い一方で不整地・通信制約により未実用化であること

を踏まえ、急傾斜地での安定走行や通信非依存の自動運転技術の開発、安全確保ガイド

ラインの検討を進める。 

 廃棄物処理分野では、環境研究総合推進費等を活用し、有害廃棄物等を対象とした非接

触型の収集・分別や自動選別技術の開発・実証を進める。 

 災害対応分野では、放水型ロボットや四足歩行ロボット等について消防本部・企業と連

携して現場検証を進めるとともに、福島ロボットテストフィールドや消防研究センター

を活用した技術検証を実施する。 

 警察活動分野では、大規模災害・テロ等の現場での活用を軸に、技術シーズの把握や横

展開を進めるとともに、中長期的観点から CoE等と連携して研究開発を推進する。 

 防衛分野では、ヒューマノイドの開発は非常に重要であると考えており、今後、研究開

発を本格的に進めてい。 

 

本日の議論を踏まえ、８月 28日の第４回関係府省連絡会議に向けて適切に反映していく。 

 

○閉会 


